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10.検索結果のエクスポート

11.サポートサイト etc.
12.質疑応答

デモにて
説明・紹介

↑当日デモで説明した部分↑については
「サポートサイト」（パスワード：di2020）：
https://clarivate.jp/training/derwent-innovation
資料「Derwent Innovation 検索全般」からの抜粋です。
併せてご活用ください。

https://clarivate.jp/training/derwent-innovation


検索デモー入力フィールド情報（2020-8-27）訂正
テーマ：全固体リチウムイオン電池

 IPC（H01M00100562）：
H01M 10/0562 電解質の材料に特徴がある非水電解質二次電池で

電解質が無機物のみからなる固体であるもの。
キーワード（検索式訂正）

DEMOで紹介した検索式 ： lithium-ion NEAR5 batter* or lithium ADJ ion NEAR5 batter*）
訂正後の検索式 ： lithium-ion NEAR5 batter* 

ハイフン(-)含む単語は、2 つの単語として処理されます。
そのためハイフン「あり」「なし」の2つの式を立てる必要はありませんでした。申し訳ありません。

例 「Lithium-ion battery」「Lithium ion secondary battery」「lithium ion batteries」
「lithium ion solid state battery」
「solid-state batteries, is formed of lithium ion conductor」
「manufacturing battery, comprises zeolite containing lithium ions」

参考IPC： H01M10/052 ・・リチウム二次電池
H01M10/0525 ・・・ロッキングチェア電池，すなわち両方の電極でリチウムの挿入を伴うもの；リチウムイオン電池

 Smartサーチ： 硫化物 固体 電解質 二次電池 リチウム
出願日： 2015-01-01 〜
番号検索 WO2016159108A1 WO2012057311A1 CA2647886A1 WO2008032658A1 WO1993006628A1

当日DEMOで用いた資料を
訂正させてください。

不明な点など
お問い合わせください



Derwent Innovationの概要
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Derwent 
Innovation

(DI)

情報検索

追跡

情報入手

情報共有

分析

特許調査ツールのDerwent Innovationでは、検索のみならず、追跡機能、情報入手機能、情報共有機能、分析機能など
業務を効率的に行えるサポート機能を搭載しております。

•豊富な検索条件
•簡単な絞込み機能
•ランキング・フィルタリング
•検索履歴
•Smartサーチ

•監視機能
•アラート機能

•特許公報の入手
•特許包袋の入手

•検索結果の保存
•エクスポート / レポート
•共有フォルダ
•カスタムフィールド•解析

•分析チャート
•テーマスケープ※3

※3:ご契約がある場合のみ

Derwent Innovationの保有機能
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Derwent Innovationの仕組みと保有データベース

Solutions

Solutions

Solutions

INDEX

A
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***
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******
******
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***

特許情報

学術情報

ユーザー独自
情報

Clarivate
Analyticsが分析し、
索引付け、
複雑な特許情報を
最適化

グローバルな知的財産情報・学術情報※1を包括し、
ユーザー独自情報・調査結果※2も連携したデータベースで、
グローバルな戦略立案を可能にする知財情報プラットフォーム

90カ国以上の特許
情報を網羅
各国の言語を統一し、
表現を標準化
専門家が分類・整理
した高品質なインデッ
クス

学術論文
学会議事録
引用情報
学術雑誌

社内分類
評価・コメント
調査結果

お客様それぞれの課題を
解決する
ソリューションを実現

C
********
********
********
********
*

当社調査・分析
サービスチーム

調査・分析・
コンサルティング

• 抄録型
• 第三者抄録
• 編集・索引後の
２次/付加価値データ

Derwent World Patents 
Index®（DWPI）Global Patent Data

• 書誌事項・抄録型
• 発明者抄録
• １次データ
• 法的状況

INPADOC / DOCDB
(Espacenet と同じ部分) 

1 2 3

• 全文型
• 発明者抄録
• １次データ（現地語＋英訳）

※1,2:ご契約がある場合のみ

Derwent Innovationの特許情報は、３つのデーターベースを保有

世界の特許情報を包括的に整理した
クラリベイト固有のデータベース 6

Derwent Innovation

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、まずは、2019年の投資の方向性についてから簡単にお話させていただきます。

Expertiseです。

次にコンテンツです。こちらも本日のお話の1つで詳しくご紹介しますが、今年および来年前半にかけて、フルテキストの収録や公報PDFの拡張など、コンテンツ面での大幅な充実を図ります。
特許データベース業界でのコンテンツリーダーとして確立すべく、フルテキスト収録とその英訳品質、DWPI収録と品質、両方において、最大のコンテンツを御提供するべく、
一年をかけまして大幅なアップデートを行ってまいります。

テクノロジーについてですが、最先端のテクノロジーを利用してAIを駆使したサーチに役立つ機能や分析機能などを追加してまいります。

これらの新しい機能は、これからお話しするDerwent Innovationの新しいUI上で実現していくべく、準備を進めています。
本日の本題ですが、User Experience、今年の秋以降になりますが、Derwent InnovationのUIを一新します。
Derwent Innovationは2008年に初めてOpenし、10年以上が経過しました。当時の状況とは大きく異なり、
現在の特許情報データベースには、莫大なコンテンツ容量、ビッグデータに対応し、検索や分析結果などの出力スピードの向上、多角的な分析結果を簡単に出せることなど、
大変複雑な要求があります。
Derwent Innovationでは、最先端のテクノロジーを使い、プログラムを一新し、これらのニーズに対応してまいります。UI、見た目も変わりますが、見た目だけではありません。
今まで手が届かなかった、より使いやすく、より幅広いユーザー層に対応するための様々な問題にも対応していきます。



Integration of expertise & applications
Ongoing Services investments in Search, Admin & Translations +  reimagining of gold standard Analytics offerings
Ground-up development including complete redesign and recoding of DI UX with new functionality and improved user experience 
Major global expansion of our full text content making Derwent the undisputed leader in quality global content enabling us to cater to more segments
Migration of DI to state-of-the-art technology entirely hosted on the cloud enabling AI-driven tools for powerful search and analysis





赤字は 8/27現在収録予定国。
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Global Patent Data
フルテキストの収録強化

全文収録の範囲75カ国まで拡張
現在66カ国収録済

→残り9カ国

2020年秋拡張完了予定

 オリジナル言語のフルテキスト
 英訳のフルテキスト
 文字列検索可能な公報PDF

全文収録予定国

75ヵ国

全文収録予定国

Argentina Czech Republic Hungary Monaco South Africa
ARIPO (Africa) Czechoslovakia Iceland Mongolia Soviet Union
Armenia Denmark India Morocco Spain
Australia East Germany Indonesia New Zealand Sweden
Austria Estonia Ireland Norway Switzerland
Belarus EAPO(Eurasia) Israel OAPI (Africa) Taiwan
Belgium European Patent Office Italy Philippines Thailand
Brazil Finland Japan Poland Tunisia
Bulgaria France Korea Portugal Turkey
Canada Georgia Latvia Romania UK
China Germany Lithuania Russia Ukraine
Colombia Greece Luxembourg Serbia Uruguay
Costa Rica Gulf Cooperation Council Malaysia Singapore US
Croatia Holland Mexico Slovakia Vietnam
Cuba Hong Kong Moldova Slovenia WO(PCTs)



Derwent World Patent INDEX(DWPI)の特徴
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DWPIの歴史

Monty Hyamsは、1950年代から特許情報が発明の集約であることを見抜き、ロンドンの自宅で独自の特許
ファミリー構造による特許情報の編集を始めました。これがのちに世界の特許情報業界に多大な影響を与えること
になるDWPIの始まりです。

以来、 専門家による抄録と注釈も収録した特許データベースとして、
他を寄せつけない規模で世界の特許文献にアクセスできるデータベースとして
多くの専門家・企業からの信頼を集めています。

Derwent の父、 特許ファミリーの父
Dr. Monty Hyams （モンティ ハイムス博士：1918-2013年）

50年にわたる圧倒的な歴史
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それではまず、コンテンツの収録拡大についてからお話してまいります。
すでに3月に御案内いたしましたとおり、今までありましたアジアオプションや、ラテンアメリカオプションなどのオプション制度は廃止されまして、21カ国のフルテキストすべてが、すべてのお客様に解放されております。
そしてこのフルテキスト収録をGlobal Patent Dataを称しております。
現在のこの21カ国をこれから来年前半にかけて、75カ国まで大幅に拡大する予定です。

そして、DWPIですが、こちらも3月に御案内をしておりますとおり、50カ国の収録から59カ国の収録に拡大しております。

今までは、フルテキストの収録が少ないため、DWPIで補う、という形になっていた収録形態ですが、これから徐々に変わっていきます。
フルテキスト収録国のほうが大きくなり、DWPI収録国については、すべてフルテキストが収録されます。
と同時に、これら大量の外国特許を処理していく、読んだり分析していくことは、難しさを増していくことになります。

今までは、古テキスト対応できない国についてDWPIで検索していき、網羅性を確保する、という一面がメインでした。
もちろん、DWPIを検索に加えることにより、フルテキストとDWPIテキストの両面により、検索の網羅性を確保するという一面は存続するとおもいますが、
DWPIのタイトルや抄録でまずしっかりと概要をつかむ、そして、スピーディーに外国特許スクリーニング、読むべきものと読まないものに分けていくため、
という役割が、より重要視されてくるようになるでしょう。



DWPIの5つの特徴

 独自の出願人コード、
技術分類コードを保有

 マニュアルによるデータ修正  発明単位で特許をまとめたDWPIファミリー

 統一言語（英語）で作成した
独自項目の収録

 59特許発行機関の特許を収録
 全技術分野に対応

①収録範囲

②内容

③構造④データ
クリーニング

⑤分類・索引

DWPIの特徴
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それではまず、コンテンツの収録拡大についてからお話してまいります。
すでに3月に御案内いたしましたとおり、今までありましたアジアオプションや、ラテンアメリカオプションなどのオプション制度は廃止されまして、21カ国のフルテキストすべてが、すべてのお客様に解放されております。
そしてこのフルテキスト収録をGlobal Patent Dataを称しております。
現在のこの21カ国をこれから来年前半にかけて、75カ国まで大幅に拡大する予定です。

そして、DWPIですが、こちらも3月に御案内をしておりますとおり、50カ国の収録から59カ国の収録に拡大しております。

今までは、フルテキストの収録が少ないため、DWPIで補う、という形になっていた収録形態ですが、これから徐々に変わっていきます。
フルテキスト収録国のほうが大きくなり、DWPI収録国については、すべてフルテキストが収録されます。
と同時に、これら大量の外国特許を処理していく、読んだり分析していくことは、難しさを増していくことになります。

今までは、古テキスト対応できない国についてDWPIで検索していき、網羅性を確保する、という一面がメインでした。
もちろん、DWPIを検索に加えることにより、フルテキストとDWPIテキストの両面により、検索の網羅性を確保するという一面は存続するとおもいますが、
DWPIのタイトルや抄録でまずしっかりと概要をつかむ、そして、スピーディーに外国特許スクリーニング、読むべきものと読まないものに分けていくため、
という役割が、より重要視されてくるようになるでしょう。



DWPIの特徴：収録範囲

特許発行機関(59)+技術誌(２)

PCT出願 中国 オーストリア デンマーク ソビエト連邦 ベラルーシ
欧州特許庁 韓国 ユーラシア特許庁 東ドイツ トルコ ベルギー
ドイツ 日本 フィンランド ジョージア モルドバ チェコ
英国 ベトナム スウェーデン ハンガリー イスラエル チェコスロバキア
フランス インドネシア ノルウェー アイルランド 湾岸協力会議 キルギス
ロシア タイ オランダ ルクセンブルグ 香港 カザフスタン
米国 マレーシア スイス ポーランド 台湾 ウズベキスタン
カナダ シンガポール スペイン ポルトガル ニュージーランド タジキスタン
ブラジル インド イタリア ルーマニア フィリピン Research 

Disclosure
メキシコ オーストラリア アルメニア スロバキア 南アフリカ Int. Tech. 

Disclosures
アルゼンチン

 59特許発行機関+2技術誌を収録
 全技術分野に対応
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それではまず、コンテンツの収録拡大についてからお話してまいります。
すでに3月に御案内いたしましたとおり、今までありましたアジアオプションや、ラテンアメリカオプションなどのオプション制度は廃止されまして、21カ国のフルテキストすべてが、すべてのお客様に解放されております。
そしてこのフルテキスト収録をGlobal Patent Dataを称しております。
現在のこの21カ国をこれから来年前半にかけて、75カ国まで大幅に拡大する予定です。

そして、DWPIですが、こちらも3月に御案内をしておりますとおり、50カ国の収録から59カ国の収録に拡大しております。

今までは、フルテキストの収録が少ないため、DWPIで補う、という形になっていた収録形態ですが、これから徐々に変わっていきます。
フルテキスト収録国のほうが大きくなり、DWPI収録国については、すべてフルテキストが収録されます。
と同時に、これら大量の外国特許を処理していく、読んだり分析していくことは、難しさを増していくことになります。

今までは、古テキスト対応できない国についてDWPIで検索していき、網羅性を確保する、という一面がメインでした。
もちろん、DWPIを検索に加えることにより、フルテキストとDWPIテキストの両面により、検索の網羅性を確保するという一面は存続するとおもいますが、
DWPIのタイトルや抄録でまずしっかりと概要をつかむ、そして、スピーディーに外国特許スクリーニング、読むべきものと読まないものに分けていくため、
という役割が、より重要視されてくるようになるでしょう。
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DWPI-優位性

DWPI-新規性

DWPI-用途

技術内容

用途

技術の特徴、課題

 統一言語（英語）で作成したDWPIタイトル、DWPI抄録などの独自項目を収録

何の発明か？
⇒電池

何に利用できるか？
用途⇒自動車用

どんな特徴があるか？
⇒負極活物質として黒鉛を備えたリチウムイオン二次電池と、リ
チウムイオン二次電池の温度を検出する温度センサとを備える

国ごとに異なるフォーマットを
統一形式で収録
新規性、優位性、用途という項目毎に
整理し、各項目ごとに分析が可能
全て英語で抄録を収録しているため、
統一したテキストマイニングが可能

DWPIタイトル

DWPI抄録

どのような技術内容であるか簡単
に把握できるタイトル

DWPIの特徴：内容

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JP2017116336A
�



DWPIの特徴：構造

INPADOCファミリー

US
特許出願

優先権

英国
特許出願

日本
特許出願

US

公開公報

英国

公開公報

日本

公開公報

英国

登録特許
公報

US

登録特許
公報

出願 他国へ出願 公開公報 登録公報

12month 18month

DWPIファミリー

DWPIのガイドラインと人の判断により、
技術に着目したパテントファミリー

発明単位で特許をまとめたDWPIファミリー

優先権番号でリンクしファミリーを作成するため、
技術の関連性があまりない特許が同じファミリー
に集約されている場合がある

DWPIファミリー

ファミリー

優先権番号 P3公報D5

優先権番号 P3優先権番号 P2公報D4

優先権番号 P1公報D3

優先権番号 P2優先権番号 P1公報D2

優先権番号 P1公報D1
DWPIファミリー 1

DWPIファミリー 2

DWPIファミリー 3

優先権番号 P2

INPADOCファミリー

DWPIファミリーでは、優先権主張番号
に基づかない特許も、出願人や図面・ク
レーム内容を参照し、人の判断によって
「Non-Conventional対応特許」も
ファミリーとして含む場合があります。
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技術的観点からみた
１発明を1ファミリーとしている

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それではまず、コンテンツの収録拡大についてからお話してまいります。
すでに3月に御案内いたしましたとおり、今までありましたアジアオプションや、ラテンアメリカオプションなどのオプション制度は廃止されまして、21カ国のフルテキストすべてが、すべてのお客様に解放されております。
そしてこのフルテキスト収録をGlobal Patent Dataを称しております。
現在のこの21カ国をこれから来年前半にかけて、75カ国まで大幅に拡大する予定です。

そして、DWPIですが、こちらも3月に御案内をしておりますとおり、50カ国の収録から59カ国の収録に拡大しております。

今までは、フルテキストの収録が少ないため、DWPIで補う、という形になっていた収録形態ですが、これから徐々に変わっていきます。
フルテキスト収録国のほうが大きくなり、DWPI収録国については、すべてフルテキストが収録されます。
と同時に、これら大量の外国特許を処理していく、読んだり分析していくことは、難しさを増していくことになります。

今までは、古テキスト対応できない国についてDWPIで検索していき、網羅性を確保する、という一面がメインでした。
もちろん、DWPIを検索に加えることにより、フルテキストとDWPIテキストの両面により、検索の網羅性を確保するという一面は存続するとおもいますが、
DWPIのタイトルや抄録でまずしっかりと概要をつかむ、そして、スピーディーに外国特許スクリーニング、読むべきものと読まないものに分けていくため、
という役割が、より重要視されてくるようになるでしょう。



マニュアルによるデータ修正
DWPIの特徴：データクリーニング
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元データは“TOSJIBA”と記載

DWPI出願人は、ファミリー情報な
どからTOSHIBAに修正

元データからきたオリジナルの
出願人情報は、“TOSJIBA”のまま

データクリーニングされたDWPIデータにより、
漏れのないデータ抽出を可能します。

Derwent Innovation



DWPIの特徴：分類・索引
セクション EngPI（一般分野）

P1 農業・食品

P2 日用品

P3 保健・スポーツ

P4 分離・混合
P5 金属加工

P6 非金属加工

P7 プレス・印刷

P8 光学・写真機器

セクション CPI（化学分野）

A 高分子化学：ポリマー及びその加工工
程及び装置

B 医薬：医薬、獣医薬及びそれらの中間
体

C 農薬：農薬及び家畜の医薬関連化合
物

D 食品、洗剤：商業用食品機械、工程、
生産物

E 一 般 化 学 ：非高分子で医薬、農
薬以外の目的のもの

F 繊維、紙、セルロース

G 印刷、写真：顔料、接着剤を含む

H 石油：石油の採掘、輸送、貯蔵、製
造工程

J 化 学 工 学 ：一般化学工場加工装
置（分離、混合、冷蔵等）

K 原子力、火薬、保護：消火

L セラミック、ガラス、電気化学

M 冶金：合金、金属加工、表面処理

https://clarivate.jp/training/derwent-world-patents-index/section/

セクション EngPI（機械分野）

Q1 乗り物一般

Q2 特殊乗物

Q3 輸送・包装

Q4 建築・建造
Q5 エンジン・ポンプ

Q6 機械要素

Q7 証明・暖房

セクション EPI（電気・電子分野）

S 測定試験装置：時計、電子医療機器、
電子写真

T 計算及び制御：コンピュータ、データ記憶、
計算機周辺装置、制御装置

U 半導体、回路：半導体材料及び製造法

V 電気構成要素：抵抗器、プリント回路、
ファイバー光学機器、レーザー

W 通 信 関 係 ：電話、放送、ラジオ、テレビ、
航空システム

X 電 力 工 学 ：発電、電池、自動車用電
気装置、家電品

更に詳しいDWPI分類コードの一覧はこちら
からご参照下さい。

独自の技術分類コードを保有

DWPI分類
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IPCとは異なる体系の
DWIPマニュアルコード
を独自分類として付与

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それではまず、コンテンツの収録拡大についてからお話してまいります。
すでに3月に御案内いたしましたとおり、今までありましたアジアオプションや、ラテンアメリカオプションなどのオプション制度は廃止されまして、21カ国のフルテキストすべてが、すべてのお客様に解放されております。
そしてこのフルテキスト収録をGlobal Patent Dataを称しております。
現在のこの21カ国をこれから来年前半にかけて、75カ国まで大幅に拡大する予定です。

そして、DWPIですが、こちらも3月に御案内をしておりますとおり、50カ国の収録から59カ国の収録に拡大しております。

今までは、フルテキストの収録が少ないため、DWPIで補う、という形になっていた収録形態ですが、これから徐々に変わっていきます。
フルテキスト収録国のほうが大きくなり、DWPI収録国については、すべてフルテキストが収録されます。
と同時に、これら大量の外国特許を処理していく、読んだり分析していくことは、難しさを増していくことになります。

今までは、古テキスト対応できない国についてDWPIで検索していき、網羅性を確保する、という一面がメインでした。
もちろん、DWPIを検索に加えることにより、フルテキストとDWPIテキストの両面により、検索の網羅性を確保するという一面は存続するとおもいますが、
DWPIのタイトルや抄録でまずしっかりと概要をつかむ、そして、スピーディーに外国特許スクリーニング、読むべきものと読まないものに分けていくため、
という役割が、より重要視されてくるようになるでしょう。
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ログイン: https://www.derwentinnovation.com/login

①

・IP認証でのログイン
[クイックアクセス|IP認証でログイン]
をクリック

・IDでのログイン
①
IDであるメールアドレスとパスワードを
入力

②
[ログイン] ボタンをクリック②
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全てのメニューへの入口– ダッシュボード
Derwent Innovationロゴから
いつでも、メニュー(ダッシュボード)に戻る
ことができます。

ユーザーインターフェース言語
の変更が行えます。

ご契約内容によっては表示されません

ご契約内容によっては表示されません

検索画面へ

検索履歴へ

スマートサーチまたは公報番号検索
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基本操作

ここから、これまでのページに移
動できます。 検索履歴へ移動 保存データへ移動

ユーザー設定、ダウンロード
履歴（ダウンロードセン
ター）、管理者設定など

検索の切り替えなど
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公報番号検索

①上部タブから[公報番号]を選択

②公報番号かDWPIアクセッション番号検
索を選択

③出力タイプを選択
“検索結果セット”を指定します。

④公報番号を入力
3万件または6万件まで

⑤[検索]ボタンをクリック

※複数入力する場合は、改行または、
半角スペースで続けて入力します。

※公報番号の入力の注意事項については、次ページを参
照してください。

①

②

③
テキストファイルを指定してアップロードも、
ExcelからのCopy & Pasteでも可

⑤

【数が少ない場合はダッシュボードが便利です】

【数が多い場合は公報番号検索画面が便利です】

①クイックサーチから [公報番号]を選択

②公報番号を入力

③検索ボタンをクリック
① ② ③

④ 公報番号を入力

①
② ③

①

②
③

⑤

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
US20180359849A1 WO2015033977A1 US20190306374A1



公報番号入力の注意事項
公報種類 番号部分についての説明 公報の記載 例*

US 公開 US 公開公報 (2001年以降)は、4桁の西暦年と7桁の番号で構成
されています。

US 2006/0154758 A1 US20060154758A1

US 登録 登録特許番号は連続番号です。
意匠 (D), 植物特許 (PP), and 再発行特許 (RE) の番号は、こ
れらの種別コード（1もしくは2文字）が挿入されて区別されます。

5140105
US 7175553 B2
US D525410 S
H852
Plant 7386
Re  33500

US5140105
US7175553B2 
USD525410S1
USH852H1
USPP7386P
USRE33500E1

EP 公開・
登録

EP公報番号は6桁または7桁の番号です。
先頭に0が付く場合 0を除く。
※公報番号タブでは0を付けたままでも可。

EP 0 998 920 A1
EP 1 674 282 A2

EP998920A1
EP1674282A2

WO 公開 WO公報は4桁の西暦年と6桁の番号（0を入れて桁あわせ要）で
構成されています。
※公報番号タブでは桁合わせ無も可。

WO 91/03604
WO 02/058448

WO1991003604
WO2002058448

JP 公開 2000年以前の日本公開公報は、和暦年と6桁の番号（0を入れ
て桁あわせ要）で構成されています。
平成1年から9年までは、0を省略して年号を入力します。
2000年以降は 4桁の西暦年と6桁の番号（0を入れて桁合わせ
要）で構成されています。
和暦で桁合わせ無の入力も可能になりました。

JP + H(S) + 2ケタ和暦年+ -(ハイフン) + 番号+ 種別コード
例：JPH02-29600A(桁合わせ不要)

昭63-242272

特開平7-70572

特開2000-4548
特開2002-208761

JP63242272A
JPS63-242272A

JP7070572A
JPH07-70572A

JP2000004548A
JP2002208761A 

CN 公開 中国公開公報は、権利番号と6桁の番号(1989年以降)または8桁
の番号(2003年以降)で構成されています。

CN 1258822A
CN 101142451A

CN1258822A
CN101142451A

KR 公開 韓国公開公報は、4桁の西暦年と6桁の番号（0を除き桁あわせ要）
の番号で構成されています。
※公報番号タブでは桁合わせ無も可。

1997-0001198
2000-0012345
10-2013-0006726

KR1997001198A
KR2000012345A
KR2013006726A
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公報番号フォーマットテーブル （Derwent Innovationログイン中のアクセスが必要です。）

http://www.derwentinnovation.com/tip-innovation/support/ja/help/index.htm
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公報番号の入力 – 日本・海外

JP62067514A
国コード 和暦年号 番号 種別コード

US20150253092A1
国コード 西暦 番号 種別コード

（特開昭62－67514の場合）

（US 2015253092の場合）

通常の主要国 公報番号検索時のフォーマットです。

o“国コード” 例：JP, US, CN, EP, WO
o“年” 西暦4ケタまたは日本の場合は和暦の年号
o“特許番号” 各国により定められた桁数になるよう0で調整した番号

例: JP-A 6桁, JP-B(桁合わせなし) US-A 7桁, US-B（桁合わせなし）
WO-A 6桁, CN-A,C 8桁(2007-, 桁合わせなし), 
KR-A, B 7桁(2000年～)

o“種別コード”（省略可）
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日本特許の公報番号の検索2
• 日本の公報番号は、こちらの方法でも検索できます。
• 日本特許庁からの表記から変更する場合は、こちらが便利です。
• 使いやすいほうをご利用ください。
• フォーマット
•

o “国コード” JP
o “年号記号” 昭和 “S” または 平成 “H” で年号 (※年号は2ケタ)
o 年号と特許番号の間に、ハイフン“ー“
o “特許番号” 7桁までの数字(０での桁合わせ不要)
o “種別コード”（省略可）
– 例

 JPS62-67514A
 JPH02-29600B2

（特開昭62－67514の場合）
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公報番号の特定検索

特定検索を使用すると、公報番号をキーに、ファミリーの調査、引用の調査、一定期間ごとの状況の変化
の追跡の調査を便利に行うことができます。

ファミリー検索
指定された公報番号の特許について、INPADOC
ファミリーまたはDWPIファミリーを検索します。

特許引用
指定された公報番号の特許について、審査官または
発明者による、フォワードサイテーション(被引用特許)
およびバックワードサイテーション(引用特許)を検索します。
DPCI特許引用については、DPCI(Derwent Patents 
Citation Index)の章をご覧ください。

各項目の変更
特定の日付を入力し、その項目について、その日付以降
に変更のあったものを、入力された公報番号から抽出
します。
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条件検索(フィールド検索)

①
タブから[フィールド検索]を選択

②
検索対象コレクションから
検索方法と検索対象国を選択

③
検索フィールド選択と条件入力
例：タイトル/抄録/請求項

④クエリをレビュー・編集
構文のテスト

⑤[検索]をクリック

① ②

③

④

⑤

検索条件から作成されたクエリを更
に自分で編集することもできます。
※指定した条件が自動的に検索
式で表示されます。演算子の優先
順位を考慮し、カッコなどを追加して
意図通りの検索式になるように調整
します。

条件フィールドは追加や削除ができます。

検索方法のテンプレートを作
成しておくと、選択するだけで
簡単にセットできます。 ①

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
lithium ADJ3 batter* AND electric vehicle*
H01M 10/052
1999-01-01
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Derwent World Patents Index®  /DWPI 
(付加価値英語コンテンツ）

特許コレクションと検索対象コレクション

全文 (フルテキスト)

Derwent Innovation上の各特許発行機関別の
コレクションの範囲および最新レコード、
更新予定を確認できます。

上記以外の特許
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キーワード検索と演算子

演算子 説明 例：

AND 論理積の部分をヒットさせます。
例：cat AND dog   cat とdog 両方含むレコードをヒットさせます。

OR 論理和の部分をヒットさせます。
例：cat OR dog  cat または dog 両方を含むレコードをヒットさせます。

NOT 論理差の部分をヒットさせます。
例：cat NOT dog  cat を含むものから dog を含むものを除いた部分をヒットさせます。

ADJ 検索語同士が、入力した順番で隣り合って出現する場合を検索。スペースでも可(デフォルト設定)。
※複数単語による句検索を行う際に、”  “ を利用してはいけません。トランケーションが利用できなくなります
例：lithium ADJ battery lithium battery を含むレコードをヒットさせます。

ADJn (n = 2-99) 検索語同士が、0～n-1個以内の単語を挟んで入力した順番で隣り合って出現する場合を検索。
例：filter ADJ5 blood Collapsible filter for introduction in a blood vessel 

NEAR 検索語同士が、隣り合って出現する場合を検索（順不同）
例：filter NEAR blood  filter blood , blood filter

NEARn (n = 2-99) 検索語同士が、0～n-1個以内の単語を挟んで隣り合って出現する場合を検索（順不同), NEARを含む
例：blood NEAR5 filter  whatever filter used in the extracorporeal blood treatment apparatus

SAME 検索語同士が、同じパラグラフ内に存在する場合を検索（順不同）
例：cat SAME dog   cat とdog 両方を同じパラグラフ内に含むレコードをヒットさせます。

？ ワイルドカード、1文字、複数使用可、語中に使用可
例：f??t   foot, feet などがヒットします。

* 0個以上の任意の文字列、語中に使用可。前方一致、中間一致、後方一致検索が可能になります。
例：sensor*  sensor, sensors などがヒットします。

*n 0～n個の文字列、語中に使用可
例：f*4t  fit, feet, foot, fight, flight などがヒットします。

■演算子の優先順位■

（）内 > ADJ, NEAR > SAME > AND, NOT > ORブ
ー
ル
演
算
子

近
接
演
算
子

ト
ラ
ン
ケ
ー
シ
ョ
ン

演算子を使用すると、より意図通りの
キーワード検索を行うことができます。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
lithium batter* AND ((mobile or portable) device*1)
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Ｚ

IPC(国際特許分類)検索：入力規則

方法 説明 入力例

クラス以下を探す 例：A61
A61以下のコードを探す

サブクラス以下を探す 例：A61K
A61K以下のコードを探す

メイングループ以下を探す 例：A61K0031
A61K31以下のコードを検索
例：A61K003*
A61K003の前方一致

サブグループを探す 例：A61K003133
A61K31/33そのものを検索
例：A61K00313*
A61K00313の前方一致

A 61 K    31 / 33
セクション

クラス

サブ
クラス メイン

グループ

サブ
グループ

※*(アスタリスク)を使用して、前方
一致検索も可能です。

■ IPCの階層構造 ■

A61
A61K
A61K31 
・A61K31/33
・ ・ A61K31/395
・ ・ ・ A61K31/4351. メイングループを4桁に合わせ左から0で埋める

2.  / の記号は削除する
※IPC検索フィールドの「参照」でも、上記と同様の形式で表示されています。

IPCコードの入力規則

A61K003133
A61K(スペース)31/33でも可（検

索すると左記の形式に自動変
換されます）

※CPCの入力方法
CPCの入力方法は、IPCと同様です。
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②IPC(国際特許分類)で検索：参照ツールの利用 ① [すべてのIPC]を選択
※公報発行時のIPCとIPC-R(再分類)を両方から検索できます。
入力形式は次ページをご覧ください。

②参照ツールを使ってIPCを探したり、入力する場合
[参照]をクリックしてIPCを

③a：キーワードでIPCの定義を検索して探し、該当のIPCをチェック
検索語 (例：microorganism)を入力

③b：階層ツリーを開いて探し、該当のIPCをチェック

③c：StartのIPCとEndのIPCをコピペ入力し、範囲指定

④[適用]をクリック

②

③

④

⑤

①

②

③a

①

③b

③c
コピペ

④
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日付の指定

公報発行日、出願日、優先権主張日などを入力します。
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フィールド検索時の注意と式の編集

注意！

CTB=(lithium ADJ3 batter* AND mobile) OR 
AIC=(H01M 10/052) AND 
DP<=(20120317);

検索条件から作成されたクエリを更に自分で編集することもできます。

※指定した条件が自動的に検索式で表示されます。
特に、フィールド間の演算子にORとAND, NOTを混合させる場合は、優先順位を考慮し、カッ
コを追加して意図通りの検索式になるように調整することが必要です。
※この作業は、検索ボタンの直前に行います。上のフィールドをクリック等、触ると元に戻ります。

(CTB=(lithium ADJ3 batter* AND mobile) OR 
AIC=(H01M 10/052)) AND 
DP<=(20120317);
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検索式作成の便利な機能 ～検索テンプレート～

①
検索式を作成します
②
新規テンプレートとして保存
③
テンプレート名を入力して、適用
をクリック
④
テンプレートを呼び出す際は、
「最近仕様したテンプレート」また
は「すべて」から呼び出すことがで
きます。

保存したテンプレートは、
の画面右上の「保存データ」⇒検
索‗アラート‗検索テンプレートで
式の編集や共有の設定も行うこと
ができます。

検索式テンプレートは、ある特定
の目的別の検索式の一部をテン
プレートとして保存しておき、いつで
も簡単に呼び出して利用すること
ができる機能です。複雑なキー
ワードやIPCの利用、出願人検索
の方法を一度作成して保存してお
くことでいつでも呼び出して簡単に
検索式を作成することができます。
また他のユーザーと共有することも
できるため、組織内で効率的に作
業をすすめ、ユーザーごとのやり方
の違いを防ぎ、検索品質の統一
化を促進することもできます。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート

H01M000200 OR H01M000400 OR H01M000600 OR H01M000800 OR H01M001000 OR H01M001200 OR H01M001400 OR H01M001600
T01-S03* OR T01-J05* OR T01-N02* OR T01-J07*
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検索結果：

※検索結果一覧の
表示上限は100万
件です。

1ページの表示件数を変更
できます。

公報PDFの取得

各項目の昇順/降順を切り替え
ることができます。

図面は横にスクロール

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ALL
CTB=(lithium ADJ3 batter* AND electric ADJ vehicle*) AND IC=(H01M0010052);
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検索結果：公報単位、ファミリー単位

公報単位の件数

ファミリー単位の件数

ファミリー単位の優先文書（結果
一覧に表示）の設定

ファミリー（DWPIまたはINPADOC）単位で検索結果をまとめることで、分かり
やすく表示できます。多国出願による同じ内容の特許を読む必要がなくなります。
ファミリーでの折りたたむ最は、トップに表示する特許（優先文書）をどれにするか
の順序を選択することもできます。

・最新のドキュメント ‐ 最新の発行特許
・ベーシック特許 ‐ DWPIファミリーのベーシック特許
・最先のドキュメント – 最初の発行特許
・特許機関と種類で整列 – 国を指定

また、出願番号でまとめると、公開と登録を１つにしてみることができます。

ファミリのー折りたたみ

例：下記の順序の場合、ファミリーに
日本登録が無ければ、日本公開が
優先、更に日本公開が無ければ米
国登録が優先文書になります。

日本 grant
日本 app
米国 grant
米国 app

すべて選択：すべてのレコードを選択
未選択：選択解除
優先文書：優先文書のみ選択
優先文書以外：優先文書以外を選択
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検索結果：ファミリーの取得・優先文書設定

ファミリーの全メンバーの
取得など
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検索結果：絞込検索・フィルタリング

検索条件を１つ追加し
た絞り込み検索を行うこ
とができます。

絞り込み検索やフィルタリング
を表示するには、
このボタンをクリックします。

100位ランキングと件数。
簡単な表示上の絞り込
みができます。

①

②

③

フィルタリングにより絞り込み

サブサーチにより絞り込み
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検索結果：表示項目の変更
①
[カラムを管理]をクリック

②
レコード情報として表示したい項目にチェック
（DWPI出願人・譲受人はDWPIオプション付きIDのみ）

③
フィールドの順序の調節

④
図面の表示する場合のサイズ調節

⑤
[適用]をクリック

①

②

③

④
⑤

ソート順を変更
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検索結果：ハイライト

マイタームを利用すると、分類のみで検索を行ったとき、または
特定の単語で検索していない場合も、その単語が含まれている
かどうかを調べることができて便利です。

ハイライトの色の変更やハイライトする文字
列の追加などを行うことができます。

検索条件に利用した
検索後は自動的にハ
イライト単語に登録さ
れています。

色は変更
も可能

保存すると、マイターム
に保存され、いつでも
利用可能になります。

任意の単語をいつでも
ハイライトとして登録可
能。

マイタームのハイライトの
ON/OFFはここで
調整可能

単語リストがある場合
は、テキストファイルから
アップロード可能

レコード表示でもハイライト設定を変更できます

①

②
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レコード表示の使い方：

一覧表示で画像を確認し、
クリックして詳細表示

公報PDF
の取得

ズームボタンを押すと、拡大
表示できます。

主要データを
表示/非表示

ハイライトの色の変更やハイ
ライトする文字列の追加など
を行うことができます。

法的状況・ファミリー・全請求項・明細書・
引用の情報などへリンク

単語がハイライトされている場所
と数を表示し、下のバーでは、
ハイライト箇所にジャンプすること
ができます。

次のレコードへ移動



スマートサーチ
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• 研究開発前段階で大まかに対象分野の特許にどのよう
なものがあるのか見たい。

• 興味のある分野、調査したい分野はあるが、どのような
検索式を作成するかまでは決まってない。

スマートサーチ
簡単に入力した単語（英語、日本語、フランス語、ドイツ語）または文章（英語）を、外国語から
英語に変換し、DWPIコンテンツを利用し、
①自動的に検索語のバリエーションを広げ、
②特許分類（IPC, CPC, DWPIマニュアルコードなど）、
③引用特許
を含めた総合的な検索を行い、検索結果を関連度スコアの高い順に表示する機能です。

スマートサーチとは
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入力したキーワードの言語の特許を全文検索し、キーワードを含む特許を抽出
例：日本語キーワード →日本特許を検索

単語検索の場合

一般的な検索：
全文などからキーワードの出現頻度
のみを見て検索結果を抽出

ここまでは一般的な検索と同じ

入力する単語数の上限はありません

1

スマートサーチをした時にDI内で行われていること①
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スマートサーチをした時にDI内で行われていること②

IPC

抽出した特許のDWPIタイトル、特許分類、引用文献を以下のポイントで確認

3 2でみたポイントをもとに、 DWPIタイトル or 特許分類 or 引用文献で検索式を作成し、検索を実行

2

DWPIタイトル

マニュアルコード

特許分類

頻繁に共通して使われている用語

使用されている共通のIPC,CPC,マニュアルコード

引用文献使用されている共通の引用文献
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スマートサーチをした時にDI内で行われていること③

4 検索結果を様々な要因から重みづけし、スコア化（関連度）

ヒットした言語数、
ヒットした場所（例：クレーム、タイトル etc）

ヒットした特許分類のコード数、
ヒットした特許分類の順位

共通の引用文献

重み付けの例

引用文献

DWPIタイトル

特許分類

最高値を100とし、100に近ければ技術の関連性が高い

スマートサーチ：
DWPIタイトルという技術内容や用途をサマライズした文章、IPCなどのコード、引用文献を見て検索結果を抽出

スマートサーチでは、知りたい技術内容によりフォーカスされた検索結果が得られる

スコア化
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検索履歴:
画面構成と
機能概要

検索画面

検索履歴

72時間の間、いつでもこの結果を
表示することができます。
※ワークファイルに保存していなくて
も、その当時の検索結果を呼び出
すことができます。

ウィンドウの大きさは、水色のバーを
上下に動かして調節可能

検索画面を利用しな
い場合は検索画面を
非表示

検索のタイプも
選択できます。コンテンツ選択

目的別の検索履歴
を作成

チェックした式を
一括で再実行し検索結果数
を更新することができます

検索履歴へ移動

またはメニュー画面の
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検索履歴:
検索式の修正と実行

履歴の中の式の一部を修正し、再検索を行うことができます。

①修正対象の検索式をクリック
②検索式が上の欄に表示されるので、式を修正
③a 「検索」をクリックして再実行します
または
③b 「保存」をクリックして上書き保存します。上書き保存を選択した場合は、「検索結果数を更新」のクリックで件数を確認することができます。
③c 「新規として保存」をクリックして検索式を追加します。追加した検索式は、「検索結果数を更新」のクリックで件数を確認することができます。

③b

①

②

③a③c
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検索履歴: 検索式同士の組み合わせ演算

①組み合わせたい検索式を
チェック

②「組み合わせ」ボタンをクリック

③ 検索式をチェックした場合は、
AND OR 等の編集を行います。

チェックしていない場合は、自分
で履歴番号を入力して組み合わ
せ演算式を作成します。

④「検索」をクリックして実行
または
「保存」をクリックして、追加し

ます。

保存した場合は、「検索結果数
を更新」で件数を確認することが
できます。

③

①

②

④



52

検索式の保存
検索式の保存

検索式を保存しておくことができます。検索式は履歴にも残りますが、確定した検索式を別途保存しておくことで、
定期的に検索を行ったり、他のユーザーと共有することが可能になります。

検索式作成・検索結果画面の
下のメニューから行います。

①「検索の保存」をクリック

②検索式名を入力し、保存します。

保存された検索式は、
③
「保存データ」→「検索、アラート、検索
テンプレート」に保存されています。

④ ボタンで再実行を行う
ことができます。

⑤ ボタンで式の編集
や共有の設定も行うことができます。

①

②

④

③

検索結果画面

⑤
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ワークファイル

ワークファイルに検索結果のレコード集合を保存します。ワークファイル間の演算（AND, OR, NOT）を行うことで、様々なタイプの
検索結果同士の演算を行うことも可能です。ワークファイルは、自分用に保存しておくだけでなく、他人の受信箱に送信したり、公開
フォルダを使用して共有することができます

【レコード表示画面】

検索結果の保存：レコードをワークファイルに保存

検索結果画面で保存する場合

①
ワークファイルに保存するレコードを選択します。

検索後は全て選択されています。

② 「レコードを保存」をクリック

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
レコード表示で保存する場合
「ワークファイルに追加」をクリック
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

③新規にワークファイルを作成する場合、
「新しいワークファイル」を選択

※既存のワークファイルに追加する場合は、
「ワークファイルに追加」を選択します。

④ワークファイル名、説明（任意）、共有設定
等を決定

⑤「適用」をクリック

①

②

③

⑤

④

※ワークファイル１つにつき、
60,000件 (Analyst), 
30,000件
(Professional)まで保存
可能です。

④－1. ワークファイル名を入力

④－2. ワークファイルに対するコ
メント、説明文を入力します。検
索式、検索式の説明などを記載
しておくと便利です。

④‐3. 保存と共有のオプションを使う
と、保存したワークファイルを社内の
ユーザーと共有をすることができます。
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検索結果の保存：ワークファイルを開く・管理・演算

作成したワークファイルの
管理を行います

[保存データ]→[ワークファイル]へ進みます

ワークファイル同士の演算
演算を行うワークファイルにチェック
を付け、演算子を選択します。演
算の結果を新しいワークファイルに
保存します。

各ワークファイルについて
編集

注記の作成・編集

削除

チェックを付けたワークファイルを対
象に、[管理]メニューより、 コピー、
削除、名前の変更等を行うことが
できます。
「共有」は、ワークファイルを共有
ファイルに保存します。

ワークファイルを開く
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エクスポート①

①
エクスポートするレコードにチェック
※上限は、60,000件(Aanalyst), 30,000件
(Professional)
※検索後はすべてが選択されています。

②
「エクスポート」をクリック

①

②

表示と並べ替えのオプションを使用して、ファミリー、出願番号で折りたたんだ状態で
行うと、その代表のみを出力の対象とすることも可能になります。

エクスポートとレポート
検索結果で得られた内容をエクセルやPDF形式のファイルに出力しレポートを作成します。

デフォルト設定では全件
がエクスポート対象になっ
ています。一部に限定す
る場合はチェックを外して
下さい

①
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エクスポート②

①
エクスポートのフォーマットを選択
※図面が必要な場合はExcel, 
ファミリー情報のレポートを作成する場合は、
PDF/HTMLをお勧めします。

②
オプションの設定
ハイライトするか？
検索クエリーの出力を行うか？

③
エクスポートするフィールドを選択して右へ移動

④
エクスポートしたファイル上での表示順序を調節

⑤
ファイル名の設定（日本語も可）

（ZIP圧縮の有無、Emailで送る場合のメール
アドレスなども必要に応じて調節）

⑥
「作成」ボタンをクリック

①

⑤

作成済みのテンプレートを呼び出すときは
ここを使用します。詳細は次ページへ。

③ ④

⑥

出力可能な候補 実際の出力項目

②
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エクスポート② : エクスポートテンプレートの作成と利用
Derwent Innovationでは、エクスポートの形式
をテンプレートとして保存をしておくことができます。
テンプレートを利用することで、エクスポート設定を直
ちに完了できます。
用途別に作成しておくと便利です。

①
エクスポートのフォーマット選択、フィールドの調節
が済んだら、テンプレート⇒保存をクリック

②
名前を入力

③
「保存」をクリック

④
利用する場合、
テンプレート⇒「最近の使用」をクリック後、該当
のテンプレートを選択

または

テンプレート⇒「詳細」をクリック後、該当のテンプ
レートを選択後、該当のテンプレートを選択し
「OK」をクリック

①

②

③

④
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エクスポート③
自動的に、[注文状況]のページに移動し、エクスポート指示したアイテムが、注文タイプ[エクスポー
ト]として追加されます。

エクスポートファイルの作成が完了すると、「状況」が「ダウンロード可」のリンクに変わります。

「ダウンロード可」をクリックすると、ダウンロードが始まります。
※ダウンロードのリンクは、30日間有効です。

不必要に
なった場合
は削除

後からでも、Emailで送信すること
ができます。
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レコード画面へのリンク・フロントページ図・フロントページイメージ・公報PDFはIDのない方でも取得可能

エクスポート – 例：Excel形式

公報番号等のリ
ンクをクリックすると、
レコード情報を参
照できます。IDの
ない方でも、抄録
まで参照可。

図面をクリックすると
閲覧ウィンドウが立ち上がり
全ての図面を見ることができます。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Wo2014071221a2 wo2016049442a1
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Derwent Innovation製品サポートサイト
Derwent Innovationの、ユーザーマニュアル、講習会情報、収録などの最新情報、重要なお知ら
せ等、最新の情報を掲載しています。
ユーザーの皆様に使いやすいサイトとなるよう、今後も充実させていきますので、是非ご利用ください。

Derwent Innovationのサポート
サイトへのアクセスはパスワードが必
要です。
パスワード:  di2020

カスタマーサービス（ヘルプデスク）
Tel (フリーコール)： 0800-888-8855
Tel：03-4589-3107

Email: ts.support.jp@clarivate.com
サービス時間：土・日・祭日を除く午前9時30分～午後5時30分

弊社HP：https://clarivate.jp/
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サポートサイト

↓ユーザーマニュアル
↓サポート動画
↓特許調査・分析よくあるご質問（FAQ）
↓技術情報
↓活用事例
↓弊社 IPソリューションズ セミナー資料等
↓関連情報

マニュアル、セミナー資料、動画など様々な情報が蓄積
されています。より深い理解を得たい時にご活用ください。



次回予告
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Derwent Innovation 特許検索基礎１
－より効果的なキーワード検索のテクニック －
キーワード検索は、最も手軽な検索方法ですが、その性質上検索漏れやノイズが少なか
らず生じます。まずは、基本的なワイルドカードや近傍検索を可能とする各種演算子等を
ご説明します。その上で、DWPIの成り立ちや独自に様々な観点で要約したDWPIタイト
ルやDWPI抄録などを紹介し、キーワードを用いた検索においても合理的に検索の漏れや
ノイズを最小化する方法をお伝えします。

Derwent Innovation 特許検索基礎２
－実は難しいグローバルの出願人検索を効率かつ包括的に行う方法－
出願人検索は、会社の合併、言語の違い、収録のエラー等様々な要因で、網羅的でノイ

ズの少ない検索を行うことは困難です。今回は、Derwent Innovation 上にある、出願人
コード、コーポレートツリーなどの各種機能を紹介し、包括的な出願人検索の方法をお伝
えします。その他、最適化譲受人等の出願人に関する様々なフィールドについてもご説明
します。

Derwent Innovation 特許検索基礎３
－特許分類を使いこなそう－
前半では、特許分類であるIPC、FI・Fターム、CPC、DWPIマニュアルコードなど等の

成り立ちや構造、どのような場面で活用可能かなどを整理します。後半では、Derwent 
Innovation の上でこれらの分類を駆使した特許検索の手法をお伝えします。分類参照
ツールやその他分類関係のフィールドを紹介します。

特許検索基礎Series
第1回 ＜Key word＞
9/10(木) 13:30-

第2回 ＜出願人＞
9/17(木) 13:30-

第3回 ＜分類＞
9/24(木) 13:30-
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